
　
管
内
町
村
会
で
の
統
一
し
た

見
解
は
な
い
が
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
、
各
種
手
数
料
等
の
見

直
し
を
進
め
て
行
く
。

第
5
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
６
月
20
日

▽
Ｊ
Ｒ
北
海
道
単
独
維
持
困
難

線
区
に
対
す
る
地
域
支
援
に
つ

い
て

　
今
後
、
宗
谷
線
を
運
行
す
る

た
め
の
経
費
に
つ
い
て
名
寄
以

北
の
市
町
村
の
自
治
体
に
負
担

額
が
示
さ
れ
た
。
幌
延
町
の
負

担
額
は
２
年
間
で
86
万
１
千
円
。

㉄
名
寄
以
北
の
市
町
村
の
負
担

割
は
。

答
決
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

各
自
治
体
の
諸
事
情
に
も
よ
る

が
、
均
等
割
、
人
口
割
、
財
政

割
な
ど
が
あ
る

㉄
２
年
間
限
定
な
の
は
理
解
し

た
が
、
３
年
目
以
降
は
あ
る
の

か
。

答
２
年
間
限
定
と
い
う
こ
と
で

行
っ
て
い
る
。
こ
の
２
年
の
中

で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
。

㉄
今
回
他
の
自
治
体
も
経
費
を

負
担
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
経
費
負
担
を

し
続
け
る
の
か
。

答
こ
の
２
年
間
限
定
で
応
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
早

く
法
律
を
改
正
し
て
も
ら
い
、

国
の
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
。

▽
沿
岸
バ
ス
豊
富
幌
延
線
単
独

運
行
路
線
化
に
つ
い
て

　
実
施
日
は
令
和
元
年
８
月
１

日
。

　
変
更
点
は
、
沿
岸
バ
ス
か
ら
、

豊
富
留
萌
線
と
幌
延
留
萌
線
を

統
合
し
、「
豊
富
幌
延
線
」
を

廃
止
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
豊
富
町
と
も
協

議
し
、
両
町
負
担
で
単
独
運
行

路
線
化
を
検
討
し
て
い
る
。

全
道
議
員
研
修
会
開
催

　
令
和
元
年
６
月
25
日

　
令
和
元
年
度
の
全
道
町
村
議

員
研
修
会
が
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　
こ
の
度
の
研
修
会
は
、
ま
ず

「
ど
う
な
る
？
今
後
の
日
本
政

治
」
と
題
し
て
、
政
治
評
論
家

の
有
馬
晴
海
氏
が
安
倍
総
理
一

強
時
代
の
今
後
の
政
治
情
勢
を

解
説
さ
れ
た
。

　
次
に
「
地
方
は
変
わ
れ
る
か

～
議
会
は
ど
う
変
わ
れ
る
か
、

自
治
体
を
ど
う
変
え
る
か
」
と

題
し
て
、
中
央
大
学
名
誉
教
授

の
佐
々
木
信
夫
氏
が
、
人
口
問

題
と
地
方
自
治
体
経
営
の
方
向

性
、
地
方
議
会
の
あ
り
方
な
ど

を
統
計
や
実
例
を
示
し
な
が
ら

講
演
し
た
。

議
員
現
地
視
察
調
査

　
令
和
元
年
６
月
26
日

　
現
在
、
町
が
試
験
栽
培
を
進

め
て
い
る
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽

培
に
関
す
る
調
査
を
三
笠
市
達

布
地
区
の
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
て
行
っ
た
。

　
滝
沢
氏
は
50
歳
を
す
ぎ
て
か

ら
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
経
営
に
挑
戦

し
、
現
在
、
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

南
斜
面
に
３
種
類
の
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
苗
を
約
９
千
本
栽
培
し

て
い
る
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
ワ
イ
ン
熟

成
の
様
子
を
視
察
し
た
。
ア
メ

リ
カ
産
ワ
イ
ン
樽
や
酸
味
を
生

か
す
ス
テ
ン
レ
ス
製
樽
を
使
用

し
て
い
た
。

　
ブ
ド
ウ
畑
で
は
、
栽
培
の
基

本
的
な
知
識
や
主
な
栽
培
ア
ド

バ
イ
ス
を
滝
沢
代
表
か
ら
伺
っ

た
。

編
集
委
員
長
　
植
村
　
　
敦

副
編
集
委
員
長
　
岡
本
　
則
夫

編
集
委
員
　
斎
賀
　
弘
孝

無
量
谷
　
隆

編 

集 

後 

記

　
早
く
も
秋
の
便
り
が
届
く

時
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
街
中
の
家
庭
菜
園
も
収
穫

に
忙
し
い
事
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
も
今
年
は
幌
延

町
の
今
後
10
年
間
の
基
本
構

想
や
５
年
間
の
前
期
基
本
計

画
を
作
成
す
る
た
め
、
町
の

各
関
係
機
関
よ
り
選
任
さ
れ

た
26
名
の
委
員
で
構
成
す
る

審
議
会
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
第
６
次
幌
延
町

総
合
計
画
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
関
す
る
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
皆
様
は
回
答
さ
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
少
し

で
も
未
来
に
夢
の
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
皆
様
の

意
見
や
先
進
地
を
調
査
視
察

し
な
が
ら
、
行
政
と
し
っ
か

り
と
議
論
を
重
ね
、
そ
の
後

の
実
施
計
画
に
結
び
つ
け
る

た
め
、
議
員
全
員
で
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

5　◀ほろのべの窓　2019.9月号

ほろのべ議会だより 第111号　④


